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内容要旨 

【背景・目的】 

Drug-induced hypersensitivity syndrome (DIHS)の皮膚病変部に浸潤す

る CD4+細胞における human herpes virus-6 (HHV-6)受容体 CD134の発現

を検討し、DIHS の病態形成における HHV-6 再活性化の意義を明らかにす

る事を目的とした。 

【方法】過去 21年間の生検皮膚組織（DIHS 22例、多形紅斑(EM) 11例）

を対象とし、免疫組織化学染色、蛍光抗体二重染色法により CD4+細胞お

ける CD134+細胞の割合(%)を定量化した。 

【結果】 

DIHS における CD134+ CD4 T 細胞割合(36.8% [61.8, 17.7]) は、EM 

(7.9% [13.4, 3.9]; p = 0.0083) よりも有意に高かった。DIHS重症度ス

コアと CD134+ CD4 T 細胞(%)の間には有意な相関があった (p = 

0.0272)。重症度スコア>4 の重症群 (59.9% [112.4, 41.6])は重症度スコ

ア<4の軽症または中等症群(22.4% [31.9, 6.2])よりも CD134+ CD4 T 細

胞(%)が有意に高かった(p = 0.0035)。HHV-6 の再活性化群は、非再活性

化群より CD134+ CD4 T細胞(%)が高かったが有意差はなかった。 

【考察】DIHS の皮膚病変部では CD4+細胞における HHV-6 感染への感受性

亢進があり、HHV-6 の病態形成への関与が示唆された。 
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